
令和 課

、

組む。

1

就学通知発送事務、

の

就学援助事

務を適切に

主

管理する。

主たる内容

な

　学齢簿システム等の

事

保守管理を行う。

1

業令和  7 年度 学校教育課の主な事業

一般会

一

計

学齢簿システム等改

般

修事業
予算額 20,9

会

00 千円

目的

　地方

 
計

公共団体情報システム

学

の標準化に関する法律

齢

（令和３年法律第40

簿

号）が令和３年９月１

シ

日から施

行され、政令

ス

で定められた２０業務

テ

（学校教育課は

就学事

ム

務）を総務省の定める

等

標準仕様書に準拠した

管

システムへ移行する。

7

理

主たる内容

　総務省の

事

定める標準仕様書に準

業

拠したシステムを

導入

予

する。

1

令和  7 年

算

度 学校教育課の主な事

額

業

一般会計

学校活動

5

応援事業
予算額 21,

,

776 千円

目的

○教

6

育水準の向上とともに

2

心豊かな児童生徒

　の

年

0

育成を図る。

○各学校

千

の実態及び課題に応じ

円

た総合的な学

　習の推進を図る。

○理科研究

目

発表や各種研究物の出

的

品・応募等

　の支援や

　

、観察・実験等の探究

学

活動や自然

　及び科学

齢

技術に触れる機会を増

簿

やし、児童

　生徒の理

度

シ

数への興味・関心を高

ス

める。

○次世代の親を

テ

育成するため、中学生

ム

に幼い

　子と触れ合う

等

機会を与え、豊かな心

の

を育成

　する。

主たる

利

内容

○創意ある学校づ

用

くり事業（委託）:地

に

域の

  人材による本

よ

物体験、伝統文化等を

学

り

活かし

  た学習の実

、

施

○総合的な学習実施

住

事業（補助）：各学校

民

の

　実態及び課題に応

票

じた総合的な学習の実

シ

施

○理数大好き推進事

ス

業：理数大好き推進協

テ

議

　会への委託及び小

ム

中学校への理科研究補

と

助

○保育体験実施事業

校

連

（委託）：中学３年生

動

が

　幼児園等へ出かけ

し

、幼児と触れ合う体験

、

の

　実施

○科学実験教

住

室、科学実験ショー開

民

催

1

令和  7 年度 学

票

校教育課の主な事業

と

一般会計

魅力あるあい

整

ちキャリアプロジェク

合

予算額 285 千円
ト推

教

性

進事業
目的

　生徒が

の

職場の魅力を感じ、望

と

ましい勤労感や職業

観

れ

を醸成できるようにす

た

るため、職場体験学習

学

を核

とした中学校１年

齢

生から３年生までの系

簿

統的なキャ

リア教育の

編

推進を図る。

　また、

成

小学校ではキャリア教

育

事

育で育みたい基礎的

・

務

汎用的能力の育成を図

、

る。

主たる内容

【中学

就

校】

○１年生　ガイダ

学

ンス事業

○２年生　職

前

場体験事業

〇３年生　

健

プレゼンテーション事

診

業

【小学校】

　キャリ

事

ア教育の視点を取り入

務

れた体験学習等に取

り



令和 課

訪問し、文化的な

交流

の

活動をする。

2

令和 主 7 年度 学校教育課の な主な事業

一般会計

特

事

別支援教育活動事業
予

業

算額 3,315 千円

目的

　障害のある児童

一

生徒のニーズにあった

般

教育的支援

を行い、児

会

童生徒の社会性、協調

 
計

性を伸ばす。関係

機関

東

とのネットワークの形

吉

成を図り、特別支援教

野

育

の深化向上を目指す

村

。

主たる内容

〇刈谷市

文

特別支援教育連携協議

化

会の運営

〇刈谷市特別

交

支援教育推進協議会へ

流

の委託

〇刈谷市教育支

事

援委員会の運営等

2

7

業

令和  7 年度 学校教育

予

課の主な事業

一般会

算

計

地域学校協働活動推

額

進事業
予算額 11,6

1

13 千円

目的

　地域

0

と学校が相互に連携し

千

て地域ぐるみで子ども

円

の成長を支え、次代の地域の担い手を育む「

目

地域学

校協働活動」を

年

的

実施することで、地域

　

と学校双方の

活性化及

刈

び子どもの学びや体験

谷

活動の充実を図る。

主

市

たる内容

○学校と地域

と

ボランティア等とのニ

歴

ーズ調整及びコ

ーディ

史

ネートを行う地域学校

的

協働活動推進員を配置

な

する。

○市内各小中学

度

関

校に地域学校協働本部

わ

を設置するた

めに必要

り

な環境を整備する。

が

2

令和  7 年度 学校教

非

育課の主な事業

一般

常

会計

学校における医療

に

的ケア実施体制構
予算

強

額 585 千円
築事業

い

目的

 学校における医

、

療的ケア実施体制の在

学

奈

り方を検証

し、高度な

良

医療的ケアに対応でき

県

る組織及び体制の

構築

東

を図る。

主たる内容

〇

吉

医療的ケアを必要とす

野

る児童生徒を学校で受

村

け入

れるための校内支

と

援体制や、医療的ケア

の

児等の在籍

する学校、

文

関係機関との連携体制

校

化

を構築する。

〇運営協

的

議会等を開催し、市内

な

の学校に在籍する医

療

交

的ケア児等の支援体制

流

の検討、情報共有を行

を

う。

2

令和  7 年度

図

学校教育課の主な事業

る

一般会計

学校教材費

。

等臨時給付金支給事業

主

予算額 91,488 千

教

た

円

目的

　学校活動で

る

必要となる教材費等に

内

対して支援する

ことで

容

、子育て世帯の経済的

　

負担軽減を図る。

主た

　

る内容

　市内の小中学

刈

校、市内在住で刈谷特

谷

別支援学校及

び市外の

市

特別支援学校（小・中

の

学部）に通う児童生

徒

育

代

の保護者に対し、教材

表

費等の支援を行う。　

児

○小学校・小学部

　1

童

年生　　　6,000

が

円

　2～6年生　 4

東

,000円

○中学生・

吉

中学部

　1年生　　 

野

15,000円

　2～

村

6年生　10,000

を

円

2



令和 課

生

、及び学級集団の状態

徒

を把握することで、

い

の

じめや不登校の未然防

将

止を図る。

主たる内容

来

〇市内３箇所にすこや

へ

か教室を設置する。

〇

の

全中学校にスクール・

適

ほっと・アシスタント

切

を配

置する。

〇スクー

な

ルソーシャルワーカー

の

指

を配置する。

〇スクー

導

ルカウンセラーを各校

の

へ配置する。

〇質問紙

充

によるアンケートを実

実

施する。

〇全小中学校

を

に心の教室相談員を配

図

置する。

3

るため

主

、以下の内容等を刈谷

な

市教育研究会へ事業委

事

託する。

〇進路指導計

業

画、指導の進め方の検討

〇進路状況の調査

〇

一

高等学校の特色の分析

般

〇事業所の特色の分析

会

〇志願状況の分析検討

 
計

3

令和  7 年度 学校

進

教育課の主な事業

一

路

般会計

英語・水泳外部

指

指導活用事業
予算額 9

導

8,425 千円

目的

事

○英語

　児童生徒が外

業

国人講師と触れ合い、

予

生きた

英語を学ぶこと

算

により、英語に対する

額

興味・

関心を深め、英

7

4

語学習の充実を図る。

,

○水泳

　委託業者の管

0

理・運営する屋内プー

0

ルで水泳授業

を行うこ

0

とで、安全かつ計画ど

千

おりに水泳授業を実

施

円

する。また、専門インストラクターの指導に

目

よる

質の高い授業を実

的

施する。

主たる内容

○

年

　

英語

・外国人英語指導

中

講師を小中学校に派遣

学

し、専科教

員や担任教

生

師とともに英語授業を

の

行う。

・小中学校の現

高

職教育の指導助言を必

校

要に応じて行

う。

○水

進

泳

　富士松南小学校及

学

び住吉小学校にて水泳

、

指導委託

を行う。

3

度

就

令和  7 年度 学校教育

職

課の主な事業

一般会

指

計

外国人児童等支援事

導

業
予算額 27,442

を

千円

目的

　ポルトガ

目

ル語、タガログ語、中

的

国語及びベトナム

語に

と

対応する語学指導員を

し

小中学校へ派遣する。

た

ま

た、語学相談員を拠

学

生

点校に配置するなどし

徒

て、外国

人児童生徒に

の

生活適応支援や語学指

将

導等を行うこと

により

来

、教育支援及び学校生

へ

活の充実を図る。

　ま

の

た、愛知教育大学と連

適

携し、外国人児童生徒

切

の

学習支援に関する課

な

題の解決を図り、地域

校

指

社会の発

展に寄与する

導

。

主たる内容

○語学指

の

導員（ポルトガル語1

充

人、タガログ語3人、

実

中国語1人、ベトナム

を

語1人）による巡回指

図

導 

○語学相談員（ポ

る

ルトガル語1人、タガ

。

ログ語3人）

によるプ

主

レスクール

○愛知教育

教

た

大学が、日本語指導の

る

ために学生を各校

に派

内

遣する費用の負担、補

容

助教材や教科指導カリ

　

キ

ュラム開発機会の提

高

供

3

令和  7 年度 学

校

校教育課の主な事業

進

一般会計

いじめ及び不

学

登校児童生徒指導事業

、

予算額 80,073 千

育

就

円

目的

　いじめや不

職

登校の児童生徒及び保

指

護者に対する相

談、指

導

導等を個別に行うこと

を

で改善を図るとともに

目

、関係機関に働きかけ

的

るなど、問題解決に向

と

けた支

援を図る。また

し

、学校生活における児

た

童生徒の意欲

や満足感



令和 課

支

るための指導に生かす

援

。

○読書感想文集の印

を

刷

4

行う。

　子ども

の

たちが保護者等ととも

主

に、校外で、体験や

探

な

求の学び・活動を、自

事

ら考え、企画し、実行

業

する

ことを目的に「ラーケーションの日」を

一

実施する。

主たる内容

般

〇障害のある児童生徒

会

に対して、その障害に

 
計

応じた

適切な教育支援

学

や介助を行うため、該

校

当校に支援指

導補助員

教

を配置する。

〇「ラー

育

ケーションの日」に伴

活

う教職員の負担軽減

の

動

ため、学校活動支援員

支

を配置する。

4

令和

援

 7 年度 学校教育課の

事

主な事業

一般会計

児

7

業

童生徒学力等調査事業

予

予算額 17,658 千

算

円

目的

　児童生徒の

額

学力定着度を客観的に

1

把握し、確かな

学力を

8

身に付けさせるための

9

標準学力調査及び知能

,

検査用品を購入する。

4

主たる内容

〇標準学力

9

調査

　小４～小６　国

年

2

・社・算・理

　中１、

千

中２　国・社・数・理

円

・英

　小５、中２　意識調査　

〇知能検査

　

目

小２・小４・小６・中

的

１・中３　実施

〇就学

　

児知能検査

4

令和  

一

7 年度 学校教育課の主

人

な事業

一般会計

理科

ひ

観察実験支援事業
予算

度

と

額 3,743 千円

目

り

的

　地域の人材等を観

を

察実験アシスタントと

大

して配置

し、新学習指

切

導要領のポイントであ

に

る観察実験を重

視した

す

理科教育を実現する環

る

境整備を図る。

主たる

教

内容

　理科授業におけ

育

る観察実験の準備及び

学

を

授業の補助

を行うため

推

、退職した教員や研究

進

者・技術者、大学

院生

す

、大学生等地域人材を

る

活用し、観察実験アシ

た

ス

タントとして全小学

め

校に配置する。

　週1

、

時間、35週　（5年

支

・6年）

4

令和  7

援

年度 学校教育課の主な校

指

事業

一般会計

読書推

導

進事業
予算額 11,6

補

93 千円

目的

　学校

助

司書を配置することに

員

より、学校図書館の機

を

能を充実させ、児童生

配

徒の読書量の向上を図

置

り、感

性を磨き、表現

し

力及び想像力を高め、

て

人生をより豊

かに生き

教

、

るための力を身に付け

児

させる。また、小学

校

童

で読書活動を援助して

生

いる保護者等の活動を

徒

より

効果的かつ円滑な

の

ものにするとともに、

障

児童の読書

活動の充実

害

を図る。 　

主たる内

の

容

○読書活動の支援、

状

司書教諭の補助、学校

育

況

図

　書館等の掲示物の

に

作成、児童生徒への啓

応

発

　活動、図書館ボラ

じ

ンティア等への指導等

た

を

　行う６名の学校司

適

書を配置する。

○各校

切

で行われた読書指導の

な

成果を感想文集

　「読

教

書のあとで」にまとめ

育

、読書指導を推

　進す



令和 課

め、各種非常勤講師を

の

配置する

ことにより、

主

学力向上及び学校生活

な

・安全面等への

強化を

事

図る。

　養護教諭支援

業

員を配置することにより、養護教諭

の負担軽

一

減を図る。また、児童

般

生徒や保護者からの

相

会

談に対応し、心のケア

 
計

や支援を図る。

主たる

非

内容

〇全小学校の全学

常

年における少人数授業

勤

等への非常

勤講師の配

講

置

〇宿泊を伴う学校行

師

事等、養護教諭が不在

配

となる際

の養護教諭の

置

業務、就学時健康診断

事

及び定期健康診

断時の

業

養護教諭の業務支援を

7

予

行う養護教諭支援員の

算

配置

5

令和  7 年度

額

学校教育課の主な事業

1

一般会計

現職教育推

1

進事業
予算額 7,59

0

1 千円

目的

○教職員

,

が学校の枠を超えて、

3

授業研究や情報交換

を

8

行い、教職員の授業力

8

向上などの資質向上に

年

千

取り

組み、子どもたち

円

の自己肯定感や自己有用感を育む

。

○各学校

目

に研究指定をすること

的

で、研究的に現職教

育

 

計画を立案し、研究主

き

題の深化・拡充を図り

め

、授

業研究の充実と指

細

導資料の整備に努める

か

。

主たる内容

○教科指

度

な

導講習会、いじめ対策

指

等カウンセリ

　ング研

導

修会開催

○現職教育研

を

究委託（全小中学校）

行

○現職教育推進事業委

う

託（教育研究会）

　各

こ

教科部会・専門委員会

と

等の調査研究、教

　科

が

別実技研修会等を委託

で

○学校環境緑化研修委

学

き

託（緑化研修委員会）

る

○情報教育研修委託（

よ

タブレット・ＩＣＴ教

う

　育推進委員会）　

○

に

教育調査研究事業（本

授

指定校3校、予備指

　

業

定校3校）　他

5

令

等

和  7 年度 学校教育課

を

の主な事業

一般会計

充

私立高等学校等授業料

校

実

補助事業
予算額 20,

さ

500 千円

目的

　私

せ

立高等学校等在籍者の

、

保護者に授業料の補助

児

を

行い、公私立学校間

童

における保護者負担の

生

格差是正

を図る。また

徒

、教育の機会均等の原

へ

則を確保し、私

立学校

の

教育の振興に寄与する

教

対

。　　　

主たる内容

　

応

私立高等学校等在籍者

を

の保護者に授業料の補

充

助（

年額25,000

分

円）を行う。

5

令和

に

 7 年度 学校教育課の

行

主な事業

一般会計

奨

う

学会補助事業
予算額 2

こ

,970 千円

目的

　

と

刈谷市奨学会の事業に

育

が

対し補助を行い、刈谷

で

市の

小中学生の教育振

き

興を図り、将来有用な

る

人物の育成

に寄与する

よ

。

主たる内容

　刈谷市

う

奨学会の事業に対し、

に

補助を行う。

5

するた



令和 課

科学技能の知識を身に

の

つける。

主たる内容

○

主

スクールコンサート、

な

バンドフェスティバル

事

、小

中音楽会等音楽会

業

、刈谷っ子ギャラリー、生活創意

工夫展、観

一

劇会等の開催

○各種大

般

会等児童輸送費助成

〇

会

交響楽団とのコラボ演

 
計

奏会の際の生徒及び楽

芸

器の

輸送費助成

6

令

術

和  7 年度 学校教育課

・

の主な事業

一般会計

文

校外学習事業
予算額 2

化

7,621 千円

目的

関

○社会科の授業の一環

係

として、公共施設等を

開

見学す

ることにより、

催

人々の暮らしや産業、

7

支

まちづくりに

ついての

援

学習の効果と社会科学

事

習の向上を図る。

○刈

業

谷市議会の議場を見学

予

し、様子等について説

算

明

を聞くことで、地方

額

自治の仕組みを理解す

1

る。

○教育の場を自然

3

豊かな環境に移し、活

,

動すること

により、健

年

5

康増進を図る。

主たる

4

内容

○わたしたちのか

3

りや学習事業（小３･

千

４）

　・公共施設や史

円

跡等の見学

○地方自治制度学習事業（中３）

目

　　刈谷市議会の議場

的

を見学し、刈谷市議会

　

　の様子等について学

児

習する。

○みどりの学

度

童

校実施事業（小５）

　

生

・愛知県野外教育セン

徒

ターにおいて実施

　・

が

野外活動補助のキャン

美

プカウンセラーを

　　

術

各学校に配置

6

令和

、

 7 年度 学校教育課の

音

主な事業

一般会計

防

楽

犯対策事業
予算額 3,

等

298 千円

目的

　児

学

の

童生徒の安全確保

主た

芸

る内容

〇児童生徒のラ

術

ンドセルやカバン等に

分

取付が可能な

携帯用防

野

犯ブザーを購入し、小

活

学校１年生に配付す

る

動

。

〇警察ＯＢのスクー

に

ルガードリーダーを配

親

置し、専

門的な視点か

し

らスクールガードの指

校

み

導を行ったり、

登下校

豊

時に巡回指導をしたり

か

して、児童の安全を確

な

保する。 

6

令和  

感

7 年度 学校教育課の主

性

な事業

一般会計

施設

を

管理事業
予算額 9,5

培

52 千円

目的

　子ど

っ

も相談センターの円滑

た

な管理運営を行う。

主

教

り

たる内容

○施設の維持

、

管理費・光熱水費（電

理

気・水道・ガス

）・修

数

繕費・電話料・委託料

、

（清掃委託・保守管理

技

委託・樹木管理委託等

術

）

○下水道使用料・土

家

地借上料

6

庭分

育

野で創意

工夫に取組み
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相談員同士の充分な

連

の

携による相談体制の充

主

実を図る。

主たる内容

な

　受付窓口を統合し、

事

相談室を増設するため

業

の実施

設計を行う。

7

令和  7 年度 学校教
一

育課の主な事業

一般

般

会計

子ども相談事業
予

会

算額 29,099 千円

 
計

目的

　子ども相談セ

施

ンターにおいて、親や

設

子ども等の総

合的な相

改

談窓口として、他機関

修

と連携し相談活動を

行

事

い、具体的な解決の支

業

援をすることで、精神

予

的な

安心感をもたらす

算

。

主たる内容

　親や子

額

ども等の電話相談、来

7

4

所相談及び他機関連

携

,

を行う。

　

7

令和  

4

7 年度 学校教育課の主

0

な事業

一般会計

保護

0

児童助成事業
予算額 1

千

6,806 千円

目的

円

　小学校に就学する児童の保護者で経済的に

目

困窮し

て、子どもを就

的

学させることが困難な

年

　

方に対し、援

助をする

「

ことにより負担軽減を

子

行う。

主たる内容

　準

ど

要保護児童に対する学

も

用品費、校外活動費、

相

修

学旅行費の扶助、要

談

保護児童に対する修学

セ

旅行費の

扶助を行う。

ン

7

令和  7 年度 学校

タ

教育課の主な事業

一

度

ー

般会計

特別支援教育就

」

学奨励事業
予算額 6,

と

819 千円

目的

　特

「

別支援学級在籍児童の

子

保護者の経済的な負担

ど

軽

減を行う。

主たる内

も

容

　特別支援学級に在

・

籍する児童の保護者の

若

うちで、

所得が支給制

者

限額を下回っているも

学

総

のに対し、給食

費、学

合

用品費等の一部を扶助

相

する。

7

令和  7 年

談

度 学校教育課の主な事

窓

業

一般会計

教科書指

口

導書等整備事業
予算額

」

9,401 千円

目的

の

　児童数の増による学

窓

級数増に対応するため

口

、教員

用教科書、指導

校

を

書及び教材の不足分を

統

購入し、学校

教育の円

合

滑な実施を図る。

主た

す

る内容

　教員用教科書

る

、指導書及び教材の不

こ

足分を購入す

る。

7

と

令和  7 年度 学校教育

に

課の主な事業

一般会

よ

計

補助教材整備事業
予

り

算額 26,266 千円

教

、

目的

　補助教材を活

窓

用し、児童の学力及び

口

指導等につい

て効果を

の

図る。また、全ての小

分

学校が共通に使用し

て

か

いる補助教材について

り

は、市費で購入するこ

づ

とに

より保護者負担の

ら

軽減を図る。

主たる内

さ

容

　ことばのきまり、

育

を

算数の友、明るい心、

解

夏休みの

日誌、冬休み

消

の日誌等の教材につい

す

て市費で購入す

る。

る

7

とともに、



令和 課

な考え方や理解力を高

の

める。　

主たる内容

　

主

小学校の理科及び算数

な

の教育設備を、国庫補

事

助（

概ね２分の１補助

業

）により、小学校１５校中５校を

対象に整備

一

する。

8

令和  7 年
般

度 学校教育課の主な事
会

業

一般会計

保護生徒

 
計

助成事業
予算額 22,

理

432 千円

目的

　中

科

学校に就学する生徒の

教

保護者で経済的に困窮

育

し

て、子どもを就学さ

用

せることが困難な方に

備

対し、援

助することに

品

より負担軽減を行う。

整

主たる内容

　準要保護

備

生徒に対する学用品費

7

事

、校外活動費、修

学旅

業

行費の扶助、要保護生

予

徒に対する修学旅行費

算

の

扶助を行う。

8

令

額

和  7 年度 学校教育課

1

の主な事業

一般会計

,

特別支援教育就学奨励

1

事業
予算額 4,083

8

千円

目的

　特別支援

5

学級在籍生徒の保護者

年

千

の経済的な負担軽

減を

円

行う。

主たる内容

　特別支援学級に在籍する

目

生徒の保護者のうちで

的

、

所得が支給制限額を

　

下回っているものに対

小

し、給食

費、学用品費

学

等の一部を扶助する。

校

8

令和  7 年度 学校

の

教育課の主な事業

一

度

理

般会計

補助教材整備事

数

業
予算額 12,747

教

千円

目的

　補助教材

育

を活用し、生徒の学力

に

及び指導等につい

て効

必

果を図る。また、全て

要

の中学校が共通に使用

な

し

ている補助教材につ

備

いては、市費で購入す

品

ることに

より保護者負

学

設

担の軽減を図る。

主た

備

る内容

　ことばのきま

を

り、数学の友、明るい

整

人生、中学生

の読書等

備

の教材について市費で

し

購入する。

8

令和  

、

7 年度 学校教育課の主

目

な事業

一般会計

理科

的

教育用備品整備事業
予

意

算額 951 千円

目的

校

識

　中学校の理数教育に

を

必要な備品設備を整備

も

し、目

的意識をもった

っ

観察、実験等が行える

た

教育環境等の

整備を図

観

り、科学的な考え方や

察

理解力を高める。

主た

、

る内容

　中学校の理科

実

及び数学の教育設備を

験

、国庫補助（

概ね２分

教

等

の１補助）により、中

が

学校６校中３校を対

象

行

に整備する。

8

令和

え

 7 年度 学校教育課の

る

主な事業

一般会計

教

教

科書指導書等整備事業

育

予算額 5,569 千円

環

目的

　刈谷特別支援

境

学校の教員用教科書、

等

指導書及び教

材を購入

育

の

し、学校教育の円滑な

整

実施を図る。

主たる内

備

容

　刈谷特別支援学校

を

の小学部及び中学部に

図

おける教

員用教科書、

り

指導書及び教材を購入

、

する。

8

科学的



令和 課

助教材と共通してい

る

の

ものについては、市費

主

で購入することにより

な

保護

者負担の軽減を図

事

る。

主たる内容

　こと

業

ばのきまり、算数の友、夏休みの日誌、冬休

一

みの日誌等の教材につ

般

いて市費で購入する。

会

9

令和  7 年度 学校 
計

教育課の主な事業

一

補

般会計

放課後子ども教

助

室音楽活動推進事業
予

教

算額 4,682 千円

材

目的

　小学校部活動の

整

終了に伴い音楽系の地

備

域活動団体

が少ない現

事

状を受け、各小学校に

業

おいて放課後子ど

も教

予

室として、地域と連携

7

算

し音楽教室を開催する

額

こ

とで楽器に触れる機

1

会を創出する。

主たる

2

内容

〇実施日　月曜及

5

び木曜日

〇時間　授業

千

終了後から午後４時３

円

０分まで

〇活動場所　小学校音楽室　

9

令

目

和  7 年度 学校教育課

的

の主な事業

一般会計

年

　

刈谷少年少女発明クラ

刈

ブ補助事業
予算額 3,

谷

200 千円

目的

　次

特

代を担う児童または青

別

少年に対し、科学技術

支

に

関する興味・関心を

援

喚起すると共に、創造

学

活動を通

してアイデア

校

を実現する喜びを体験

に

させることによ

り、健

度

お

全で創造性豊かな児童

い

または青少年の育成に

て

寄与することを目的に

、

設立された刈谷少年少

補

女発明

クラブの活動を

助

支援する。

主たる内容

教

　刈谷少年少女発明ク

材

ラブの活動を支援する

を

ため、

補助金を交付す

活

る。

9

令和  7 年度 学

用

学校教育課の主な事業

し

一般会計

児童生徒等

、

健康診断事業
予算額 3

児

3,977 千円

目的

童

　児童生徒及び教職員

生

の健康の保持増進を図

徒

る。

主たる内容

　小学

の

校、中学校、特別支援

学

学校における児童生徒

力

及び教職員の健康管理

校

及

のため、健康診断を行

び

う。

9

令和  7 年度

指

学校教育課の主な事業

導

一般会計

保護生徒等

等

助成事業
予算額 44,

に

234 千円

目的

　小

つ

中学校に就学する児童

い

生徒の保護者で、経済

て

的

に困窮して子どもを

効

就学させることが困難

教

果

な方に対

し、負担軽減

を

を行うことにより支援

図

をする。　　　

主たる

る

内容

　要保護児童生徒

。

、準要保護児童生徒に

ま

対する医療

費及び準要

た

保護児童生徒に対する

、

給食費の扶助を行

う。

小

9

中

育

学校が使用している補
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学校の室内空気検査及

の

び水道水、プール水水

主

質

検査の析実施

〇刈谷

な

市学校保健大会の開催

事

〇全小学校及び特別支

業

援学校小学部のフッ化物洗口

事業の実施

1

一

0

令和  7 年度 学校教
般

育課の主な事業

一般

会

会計

中小学校体育連盟

 
計

事業
予算額 3,942

学

千円

目的

　中小学校

校

体育連盟の運営を補助

保

し、中小学校体育

全般

健

の振興を図る。

主たる

振

内容

〇学校体育管理に

興

関する研究調査

〇学校

事

体育研究、講習会の開

業

催

〇小中学校体育大会

予

の開催

〇その他、目的

7

算

達成に必要な事業

1

額

0

令和  7 年度 学校教

4

育課の主な事業

一般

,

会計

小中学校各種大会

4

選手派遣補助事業
予算

0

額 2,313 千円

目

2

的

　小中学校体育大会

千

選手派遣事業に要する

円

費用を補

助することにより、スポーツ活動を

年

目

奨励し、体力、

運動能

的

力の向上と保護者負担

　

の軽減を図る。

主たる

学

内容

〇愛知県教育委員

校

会、文部科学省、愛知

保

県中小学校

体育連盟及

健

び全日本中学校体育連

活

盟の主催する大会

（弓

動

道については全国中学

の

校弓道大会をその大会

度

振

と

みなす）の運賃等の

興

負担

〇その他上記以外

を

の大会で、市の代表と

図

して出場す

る大会の運

る

賃等の負担

10

令和

。

 7 年度 学校教育課の

主

主な事業

一般会計

部

た

活動指導者活用事業
予

る

算額 16,353 千円

内

目的

　専門の技能を

学

容

有する人材を学校の部

〇

活動指導者と

して委嘱

全

することにより、地域

学

社会との連携ととも

に

校

、部活動の活性化を図

の

る。

　部活動コーディ

環

ネーターを配置し、学

境

校部活動の

地域連携や

調

地域クラブ活動への移

査

行を進める。

主たる内

校

に

容

　体育的、文化的な

必

領域、分野で優れた技

要

能・指導

技術を身につ

な

けた方を学校部活動の

検

指導者として委

嘱する

査

。

　学校、外部指導者

機

、総合型地域スポーツ

器

クラブ等

との連絡調整

の

を行う部活動コーディ

消

ネーターを配置

する。

教

耗

10

令和  7 年度 学

品

校教育課の主な事業

の

一般会計

体力向上プロ

購

ジェクト推進支援事業

入

予算額 528 千円

目

〇

的

　教員を対象とした

学

講習会を実施し、児童

校

生徒の体

力向上及び教

給

員の体育指導力向上を

食

図る。

主たる内容

　各

育

配

種トレーニングやスポ

膳

ーツの専門家による体

用

つ

くり運動指導会・講

白

習会事業を委託する。

衣

10

の購入

〇全


